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アル ･アズハルのアザ-ンは,諸行無常の響あ

り,香 しムラティの花の色,盛者必衰の理をあら

わす｡

●腐れる者久しからず,ただ春の夜の夢の如 し｡

猛き人もついには滅びぬ,ひとえに風の前の塵に

同じ｡

三十余年にわたって栄華を極めたスハル ト ｢王

朝｣は,1998年 5月に終葦を迎えた｡私は,ちょ

うどこの時期,東南アジア研究センターのジャカ

ルタ連絡事務所に駐在 してお り,随時,ジャカル

タの様子をeメールでセンターほかに送信 した｡

この現地通信は, 5月17日に私がホテル-の避

難を余儀なくされるまでの間,センターほかに送

信 したメールをまとめたものである｡ 一部誤字訂

正をしているが,全体としては,メールの原文を

忠実に掲載することを心がけた｡

インドネシアの憂苦

Mom.llMay199811:03:34一

今日は,インドネシアの休日｡ワイサクの祝 日

です｡ワイサクとは何かというと,仏教のありが

たい祭です｡何がありがたいのかよく分からない

ので,インドネシアの百科事典をひもといてみま

した｡ところが,それでなくてもよく分からない

インドネシア語の文章に意味不明の仏教用語が満

ちあふれていますから,ますますもって了解不能

です｡どうやら,よく分からないということがす

なわち,ありがたいことなのでしょう｡

ジャカルタ発のメールは,久しぶりになります｡

4月28日に日本から ｢帰国｣しました｡その後メー

ル通信 しなかったのは,学生デモに参加 して
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逮捕拘束されていたためではありません｡物価高

騰に生活が困窮 し,在留邦人を相手にゆすりたか

りをLでItLかったわけでもありません｡ただ単

にインターネットのモデムが壊れていたからです｡

インドネシアの通信インフラの劣悪さには,かね

てよりあきれはてていますが,ついにこのモデム

も,通貨危機,経済危機のあおりを受けてか,死

亡宣告を受けてしまったのです｡

それにしても,インドネシアの現在は,ますま

すタイタニッキングしています｡スハル トが,自

分の任期が終了する2003年までは,国民の要求す

る ｢改革｣を行わないと発言するわ,国会には事

前に知らせず,ある日突然,石油,電気の公定料

金を大幅値上げするわ (正確には, 5月4日のこ

と)で,その度にタイタニッキングの度合いがエ

スカレートしています｡

一昨日,ジャカルタ暮らしに嫌気がさしたので,

ジャワの南海岸へ旅 しました｡ニヤイ･ロロ ･キ

ドゥル (伝説の南海の女王)の神秘不可思議な力

を授けてもらおうといった殊勝な考えから旅に出

たのではありません.単に,ジャカルタの憂彰か

ら解放され,心をいやしたかったからです｡とこ

ろが,ジャカルタを後にしても,インドネシアの

憂馨からは解き放されることはできませんでした｡

南の海へ向かう山道｡山賊にはあいにく出会い

ませんでしたが,山賊もどきには嫌になるほど出

会いました｡舗装がこわれ,車がスピー ドダウン

を余儀なくされるところに差 しかかると,必ずと

いっていいほど若者たちが群がってきました｡端

的に言うと,｢通行税｣の要求です｡江戸時代に関
心のある方｡インドネシアでは,今でもインフォー

マルな関所がいたるところにありますから,調査

なさってください ｡

圧巻は,ボゴールの近郊を通 りかかったときの

こと｡時は, 5月9日正午｡ジュアンダ大学とい
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う私立大学では,学生たちが大規模な集会をして

いました｡ジルバブ (イスラームの服装)姿の女

子学生が目につく学生の集団が広場に整然と並び,

それを機動隊ルックの警察官が厳重に取 り開んで

いました｡野次馬根性はありながらも,基本的に

は小心者で傷心者の私は, しばらくの間ながめて

いただけで,写真を撮ることもなくその場を去 り

ました｡ しか し,その場での緊張感は,二ヤイ･

ロロ ･キ ドゥルの世界に身を投 じた後も続 きまし

た｡

ジャカルタ-戻ってから新聞を読むと,私が小

の警官が投石のターゲットとなって死亡 したとい

う記事が一面に掲載されていました｡警官だから

新聞記事になったものの,学生サイドにどの程度

の被害者が出たかは不明です｡この事件で ｢行方

不明｣になった学生 も,また数多くあらわれたこ

とでしょうo

どうしてあの時写真を撮らなかったかと残念が

る反面,自分がマスコミ報道の対象にならなかっ

たことに胸をなでおろす旅となりました｡ワイサ

クの今日｡仏の心は,どのような形をして,イン

ドネシアのいまに現出するので しょうか｡インド

ネシアの憂欝は,エンドレスの状況ですC

戒厳令の夜

Wed.13May199821:16:34

ジャカルタの空の玄関スカルノ･ハッタ空港か

らジャカルタ市内へ向かうには,通常,高速道路

を利用します｡スハル トの長女 トゥトゥット社会

大臣がオーナーであるこの高速道路によって,快

適なインドネシアの旅が保証されていたのは,昨

日までのことでした｡

警察の発砲により昨日6人の死者を生んだ トゥ

リサクティ大学や学生デモの目的地の - 一つである

国会議事堂に面するこの道路は,現在,完全に閉

鎖されているばかりでなく,ジャカルタの幹線道

路であるスディルマン通りも事実上,使朋が不可

能な状態になっているとのことです｡

ところで, トゥトゥット社会大臣の学歴を調べ

てみますと,｢トゥリサクティ大学で講義を受けた

経験あり｣とあります｡学歴の真相はつまびらか

ではありませんが,どういう形にせよ彼女がかつ

て学んだ大学で起きた悲劇が彼女の高速道路を閉

鎖させたのみならず,彼女や彼女の父親の政治生

命をも脅かすようになっているとは,まさに歴史

の皮肉としかいえないような気がしますO

先ほど所用があって,ブロックMのバサラヤと

いうアブ ドゥル ･ラティフ観光大臣 (彼の学歴は,

｢日本の西武デパー トで研修｣ とある)所有のデ

パー ト-出向きました｡駐車場はガラガラ, 店内

はガラガラで,一瞬,お化け屋敷に入るような不

気味さに襲われました｡いつも笑顔を振 りまく店

員の表情はかたく, 7時半頃には,そわそわと身

支度を始めていました｡このデパー トは通常 9時

半閉店なのですが,突如,今夜は8時に閉店する

というアナウンスが流れてきました｡店員は何 も
語ってくれなかったので,運転手のジュンピに聞

きますと,バサラヤ近 くのプルタミナ病院に警察

の暴力で瀕死の重傷を受けた学生が何人か収容さ

れているとのことでしたO

オフィスに帰ると,私の一一時帰国からの ｢帰国｣

以来,オフィスの治安問題でお世話になっている

日本大使館の東山さんからファックスが送られて

きていました｡｢在留邦人の皆様へ｣から始まるそ

のファックスの内容は,外出禁ILを促すものでし

た｡

単なる噂か分か りませんが,ジュンどやインド

ネシア大学の学生などの情報を総合してみますと,

5月20口に全国の学生がジャカルタに集結 し,そ

の時 ｢何か｣が起きるとのことですO

インドネシアには,暗雲が漂ってきていますo

ジャカルタ5月14日

Fri.15May199800:33:45

すっかり無政府状態となったジャカルタよりお

イ云えします｡

ジャカルタの情勢については,各種のマスコミ

報道ですでにご承知のことが多いと思います｡以

下は,私自身が日で見,耳で聞いたことに基づい

た 5月14日のジャカルタ･レポ- トですOちっと

も楽 しくないレポー トであることを,あらかじめ
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ご承知おきください｡

午前 6時半

起床｡昨夜通行が不能状態であったことを聞い

ていたスディルマン通 りまでジョギングをする｡

心 もち閑散としている気 もするが,いつもとさほ

ど変わらぬ車の流れ,サラリーマンの出勤風景に

安堵する｡

午前 7時半

朝食をとりながら,朝刊に日を通す｡カイロに

てスハルトが ｢国民がもう望まないならば,大統

領職を辞職する｣と発言したとの見出しが トノブ｡

しかし,中をよく読むと,あ くまでも条件付 きの

辞職であり,仮に辞職 した場合でも,パンデイト

(土屋さんの訳を引用すれば,｢おのれの意志を完

全に統御することによって,人知の及ぼざる宇宙

の秘蹟を知 りうる者｣｡土屋健治著 『インドネシア

民族主義研究』,p.38)として,国民の ｢後ろか
らっきしたがっていくが｣国民から ｢注意をそら

さない｣(いずれも土屋さんの前掲書,p.492より)

ようにするとの意志を表明｡

一方,警察軍の発砲により殺害された学生に対

しては,｢改革の英雄｣｢改革の闘士｣の称号を呈

する新聞記事が多い｡

テレビのチャンネルを回すと,国営放送がスハ

ル ト大統領の声明を代読するハビビ副大統領の姿

や記者団に囲まれたウイラント国防大臣の姿を報

道しているのに対 し,民放は,昨日焼き討ちされ

た華人商店街の様子をリアルに映し出す｡

次々と出勤 してきたアミニおばさん,ジュンピ

運転手が出勤途中の町の様子を報告する｡いずれ

ち,町に秩序がない状況を語っていた｡

午前10時半

田中さんが,所内関係者緊急 ミーティングでの

提案を電話で知らせてくれる｡バンコクへの脱出

という提案があったので,大使館の加藤さんに尋

ねたところ,私が所持する公用パスポー トでは,

タイ-は行けないとのこと｡ 大使館へ出向くこと

にする｡
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午前11時

ルピアのス トックが底をついていたので,ス

ディルマン通りの第一勧業銀行に行 く｡町は,不

気味な静けさ｡商店は軒並み閉まっている｡BNI

銀行の前には,爆弾でも仕掛けられたのだろうか,

大勢の人が銀行の外-出てきており,取材記者が

撮影をしている｡

ジュンピに指摘されたのであるが,交通取 り締

まりの警察の姿がまったく見られない｡かわって,

｢忍者部隊｣と呼ばれる特殊部隊が仮面ライダーさ

ながらのスタイルで群れをなし,オー トバイで走

行している｡

銀行では,見知らぬ客が ｢混乱だ｣と声をかけ

てくる｡スキップちゃんと私が勝手に呼んでいる

普段元気な女子行員には,スキップがない｡両替

をすると, 1円が74.33ルピア｡ルピアが急落して

いる｡

午前11時半

大使館の領事部-行き,パスポー トの渡航先に

タイを追加 してもらう｡事前に話をしておいたた

め,手続きはスムーズに進み, 3時前に取 りにく

るように言われる｡もっとも,日本人は,私以外

は,あと一人いただけ｡教育アタッシェの加藤さ
んの部屋をのぞいたが,ミーティングのために不

在｡帰ることにする｡

独立広場手前のロータリーで Uターンしようと

したところ,大統領官邸の方向に黒煙が上がって

いるのが見える｡車の中から写真を撮る｡タナア

バン-向かう通りは,機動隊がバリケードを築き,

道路を遮断 している｡こちらは,写真を撮る勇気

が起きないO

一昨日死者を出した トゥリサクティ大学と双壁

をなす私立の名門校アトマジャヤ大学のキャンパ

スでは,学生が集会を行い,警察軍が,学生が

キャンパスの外-出ないようにと取 り囲んでいた｡

警察の.取り締まりがない道路は,秩序がなく,

あやうく左の車線から突然割 り込んで来た車に接

触 しそうになった｡ジュンピは,こんなときに運

転するのはうんざりだと言う｡
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午後 1時

昼食の後,ひたすらテレビを観る｡インドネシ

アの放送局の報道より,CNNやオーストラリアの

報道の方が迫力があり,そちらを中心に見続ける｡

教育の振興セ ミナーに文部大臣が出席 したやら,

カナダ政府が女性の職業訓練プログラムに援助 し

たやら,平和なニュースを流 しているのにあきれ

る｡

午後 2時半

大使館にパスポー トを取 りにいこうとも考えた

が,ジュンピがとてもそのような状態ではないと

主張 したので,あきらめる｡大使館の東山さんに

問い合わせたところ,このような非常事態の場合,

たとえパスポー トが不備であっても,国外へ出る

ことは可能であると教えてくれる｡

ところで,スカルノ･ハッタ空港,空港へ通ず

る高速道路が閉鎖の状態であるそうだから,バン

コク脱川作戦はあきらめることにする｡

午後3時

空港が閉鎖だから,シンガポールから送られて

くる朝日新聞の国際衛星版は届かないと思い,セ

ンターの首藤さんに電話 し,日本の新聞のインド

ネシア関連記事をファックスで送ってくれるよう

依頼する｡ちなみに,インドネシアの夕刊 も届か

なかったo

午後4時

ジュンピが北の空に黒煙が見えるというので,

屋上のパラボラアンテナが設置されているところ

-上がったところ,確かにコタの方向に灰色の煙

が広がっている｡スマル二の話だと,発砲音 も聞

こえたとのことだが,私の耳には届かなかった｡

午後4時半

ア ミニとジュンピを早めに帰す｡インドネシア

人スタッフは,家族との電話連絡をしきりに行っ

ていた｡

′ ノ - I

写真 1 この写真からはよく分からないが,
ジャカルタ連絡事務所から北の空を

見ると灰色の煙が広がっていたo

(1998年 5月14日)

午後 5時半

ジュンピから電話があり,半旗を揚げる方が良

いとの助言を受ける｡ウンデ インに頼んで,近所

の様子を見にいってもらった後,ア ドバイスのと

おりしてもらう｡

午後 6時

連絡事務所担当の田中さんに電話をかけ,ジャ

カルタの様子を報告する｡電話をした直後,所長

の立本さんから電話が入り,同じことを幸腔,--するo

ホテル ･ヒル トン宿泊を勧められるが,ホテルへ

の移動自体が困難だと伝える｡.結局,オフィスに

龍城することとなるが,立本さんからは,火災に

注意するよう助言を受ける｡

午後 7時

大阪の朝日新聞本社より電話があり,取材に応

じる｡ その後は,ジャカルタ在住 日本人からの電

話に応 じたり,eメールのやりとりをしたり,チ

レビのニュースをみた り,パソコンでフリーセル

をしたり,マインスイーパをしたり｡気がついた

ら,時計は5月15日O

15日は金曜日｡言うまでもなく,ムスリムの集

団礼拝の臼であるo

インシャラー
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ジャカルタ5月15日

Fri.15May199820:27:37

世界を震掘させているアナーキーの都市ジャカ

ルタ｡今日5月15日の様子をレポー トします｡

今回も,私の見聞にもとづくレポートです｡ジャ

カルタの状況を克明にお知 りになりたければ,マ

スコミの報道をご覧になってください｡

何 しろ,私といえば,オフィスから一歩も出る

ことができない状況下にありますので,昨日のよ

うな情報は提供することができません｡単調な記

録ですが,ひとつの空間から抜け出すことができ

ない人間の心理をお読み下さい｡

6:20

電話で起こされる｡先月までインドネシアで調

査活動にあたっていた中央大学の酒井さんからで,

朝 日新聞に私の談話が載っていることを知らせて

くれる｡Faxで送ってくれるように依頼する｡

階下に降りていくと,住み込みお手伝いのスマ

ル二が町内会から安全確保の注意勧告があったこ

とを伝えて くれる｡スマルニ情報では,エルラン

ガ界隈に住む日本人,韓国人は,ほとんどがホテ

ル等へ避難したようである｡

6:30

センター所長の立本さんより電話｡東京-出張

する直前とのことで,オフィスが停電になったと

きの対策など,具体的なアドバイスを受ける｡

6:45

高名な経済学者より電話｡ジャカルタ市内に滞

在中のアメリカ人の手配を依頼される｡失礼とは

思いながらも,状況が許さないことを説明し,厳

しい口調で申し出を断る｡

7:00

屋上から街の様子を見る｡北の空に煙が上がっ

ている気配はない｡

7:30

運転手のジュンピより電話｡彼の家の周辺は,
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混乱 しているとのこと｡ 状況を見てから通勤する

かどうかを判断するとの話｡いずれにせよ,交通

手段のない今,徒歩で通うしかないだろう｡

7:40

オフィスに避難している楠田さん (私が一時帰

国中のオフィス留守番担当)にお母さんより電

話｡cNNは,スハル ト後継問題についてのディ

ベート番組｡

8:00

楠田さんと朝食｡通いのお手伝いであるアミニ

おばさんがまだ来ていないため,スマル二が朝食

を用意してくれる｡

8:15

大使館の加藤さん (教育アタッシェ)より電話｡

様子を尋ねてくれ,情報交換をする｡

8:30

新聞が届かないため,インターネットで情報を

入れる｡日経のホームページは,インドネシア特

集だけで,プリント6枚分の情報｡

8:45

アミニおばさんが出勤してきて,驚 く｡昨日は,

4時半にオフィスを出たが,家にたどり着いたの

は9時だったとのこと｡彼女が住むクバヨラン･

ラマの状況は,すさまじいようである｡

｢華人の商店や高級マンションまでが焼き討ちに

あっている｡オー トバイに乗っていた華人男性が

オー トバイから引き降ろされ,身包みをはがれた

上,オー トバイと衣服が焼かれるという現場に遭

遇した｣と,興奮しながら語ってくれた｡

9:05

センターの河合さんよりファックスが送られる｡

毎 日新聞,京都新聞のインドネシア関連記事で,

計17枚｡

国内のテ レビは, どのチャンネル も民放の

ANteveの番組になっている｡ ブラボウオ陸軍戦略

予備軍司令官が国軍は一つにまとまっていること
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を主張｡その後も,スハル トの娘婿であるブラボ

ウオがしきりにテレビに登場する｡

9:30

運転手のジュンピより電話｡状況が悪 く,今日

は出勤できないとのこと｡自宅でスタンバイする

よう頼む｡

9:50

屋上に上がるが変化なし｡オフィスの周辺は,

実に静か｡楠田さんと門の横に掲げた半旗をバッ

クに記念撮影｡

10:00

CNN,インドネシアのテレビ放送をみるoいず

れも,すでに見たものの繰 り返し｡

10:30

センターの河合さんに,ファックスを送って く

れたお礼のファックスを送る｡ インドネシア語紙

コンパスとリブブリカの朝川が届 く｡コンパス紙

は,商店から電気器具を略奪する群集の写真｡ リ

ブブリカ紙は,火災にあったビルの窓ガラスを

割って飛び降りる男の写真｡

10:55

ウンデインが金曜礼拝でモスクに出かける｡

11:20

インターネットをあける｡この時点で14通にの

ぼる陣中見舞いのメール｡ラジオを聞きながら,

パソコンのゲームo

ll:30

軍の-リコブタ-が低空飛行をし,うるさい｡

11:35

大塚インドネシアの上田さんより電話｡情報交

換をする｡電話がつなが りにくい状況にあること

を指摘される｡

フリーセルゲームの勝率談義となり,私が 3回

に 1回はクリアするかなと冨ったら,彼女は3回

に 2回は成功するとのこと｡私の隣でゲームに興

じている楠田さんに聞くと, 5回に4回はクリア

するとのこと｡ゲームへの意欲が減じる0

12:00

昼食は,アヤムゴレン (フライドチキン)がメ

イン｡アミニおばさんに聞くと,莱,食糧のストッ

12:10

連絡事務所担当の田中さんより電話o情報交換｡,

センターに来ているウジュンパンダン出身のモカ

さんは,ジャカルタ-行けないため,デンパサー

ルを経由して帰るとのこと｡開口新聞にHl,ている

私のコメントは大したことはないというので,記

事をファックスで送ってもらうことはやめにするrJ

12:20

そうした祈,中央人の酒井さんより,朔日新聞

と日経新聞のインドネシア関連記事がファックス

で送られて くるO計19枚o白石さんと自分のコメ

ントを読み比べ,違いを認識する｡

12:40

アミこおばさん,別れを吉げる｡明口,無理だっ

たら出勤 しなくていいよと言う｡

13:0()

朝 日新聞の国際衛星版が届 く｡よく見ると,昨

日のもの｡

13:15

京都新聞から電話があり,取材に応じる0

13:50

センターの水野さんより電話O暴動がオフィス

の位置するクバヨラン･パルまで広がる可能性が

あるという予想を伝えてくれる0

14:00

国営放送テレビのニュースをじっくり見る｡

スハル トが早朝,カイロから帰国した｡笑顔が
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こぼれ,｢国民の信頼さえあれば,権力を掌握する｣

と,強硬な姿勢を変えていないのに,不安をおぼ

える｡

バスが運行を始めている平穏な町の様子を映し

出しているが,信用できない｡バスのフロントガ

ラスには,｢プリブミ (非華人)･ムスリム｣とい

う紙がはられていた｡

軍や閣僚が声だかに ｢平穏｣｢忍耐｣を繰り返し
ている｡

15:00

恒例の昼寝｡センターの所訓である ｢有事であ

れども,寝る子は育つ｣に従う｡

16:15

大使館の加藤さんよりの電話で起こされる｡外

務省の ｢危険信号｣が一つグレー ドアップしたと

のお知らせ｡日本脱出に関するノウハウを教えて

もらうとともに,大使館に新たに設置された電話

番号を聞く｡

16:20

私の母より電話｡米寿を迎える高齢なので,オ

フィスにいる限り何の心配もいらないと答える｡

16:30

民放 Indosiarのニュース番組 Fokusを見る｡印

象的には,ジャカルタが平静になってきている｡

武装 した軍が装甲車や戦車で市内を制圧 している

様子が映像となっている｡その他は,学校が休校,

石油燃料料金の値下げ,ガソリンスタンドが軒並

み休業｡洗剤のCMが途中にはいる｡

16:45

夕刊紙スアラ ･プンパルアンが届 く｡ 反スハル

ト運動のリーダーであるアリ･サデイキンやブユ

ン･ナスチオンが手をつないで,ガトッスブロト

通 りをデモ行進している写真が掲載されている｡

16:50

京都の家族に電話をし,心配しないように伝え

る｡
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17:00

民放 ANteveのニュース番組cakrawalaを見る｡

火災の被害となった焼死体を嫌になるほど見せつ

けられる｡軍人が背中にクリス (霊験あらたかな

短剣)をつけているのが印象的｡空港は,国外脱

出の人で大混乱の様子｡

18:00

パソコンで日本の新聞社のホームページを開く｡

インドネシア関連が少なくなったような気がする｡

18:15

夕食｡お昼のアヤムゴレンに,スマル二がつ くっ

てくれたチャプチャイ (エビ入 り野菜妙め)が加

わる｡

18:30

国営放送のニュース (英語)を見る｡

雨が降り出す｡

19:00

両が強くなり,稲光｡停電をおそれる｡

国営放送のニュース (インドネシア語)を見る｡

アナウンサーに笑顔が戻っているのには,半ば

ほっとし,半ば不気味｡

トップニュースは,クントロ鉱業エネルギー大

臣が石油料金の値下げを発表するもの｡この大臣,

値上げの発表の時には,自殺でもしかねないよう

な表情だったのに,今 日は幾分のゆとりがある｡

後のニュースは,これまで見たものばかり｡

19:30

愛国心のある私は,ガルーダ･パンチャシラの

歌を国営テレビにしたがって歌う｡

20:00

大使館の加藤さんより電話｡今の段階では外部

に漏らしてもらいたくない情報を伝えてくれた｡

したがって,ここでは省略｡

以上が現時点までの日誌です｡退屈なメモを最

後まで読んで下さり,ありがとうございました｡
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陣中見舞いでメールを送ってくださった方,電話

やファックスをして くださった方,そうでない方

に,感謝を申し上げます｡

雨はあがったようです｡明日は,いい目になり

ますように｡

日本大使館情報

Fri.15May199823:23:50

下記の情報は,インドネシア滞在の日本人の方

に特に見ていただきたいことですO

話連絡が入 りました｡

日本政府は,大規模な暴動が起きると予想され

る5月20日までに在留邦人が日本へ帰国するよう

強く要請することを間もなく発表するようです｡

具体的な措置としては, 5月17日,18日,19日

の三 日間,JALとANAの臨時便 (有料)を出す

そうです｡至急,チケットの購入あるいは予約の

手配をなさることをお勧め します｡ジャカルタの

JAL支店では混乱が予想されますので,日本にお

いて手配されることもご配慮下さい｡

また, 日本大使館では,新たに電話を開設 して

いますo下記の番号がそれです｡

ジャカルタ :324308,3190877-82

(連続番号で 6本)

大使館は24時間体制で対応 してくれるそうです｡

ただ,電話はつなが りにくい状況にあることも確

かです｡

大変な事態になっていますが,慎重な行動をな

さるようお祈 りします｡

ジャカルタ5月16日 (1)

Sat.16May199809:36:06

昨夜,大使館の加藤さんから電話連絡があり,

急速,日本政府が準備する臨時便で帰国する方向

で動 くことになりました｡

昨夜から今朝にかけ,ジャカルタ在住の日本人

に対 して人使館の連絡をまわす作業を進めていま

す｡オフィスに避難 している楠田さんの協力を得

て連絡 している対象は,留学生や研究者,企業の

E]本人ローカルスタッフなどです.

大使館の連絡網は,ジャパン･クラブを通す も

のだと聞いています｡そうすると,ジャカルタ日

本人社会のヒエラルキーの ｢下位｣に属する上記

の人たちへの連絡は一一番最後になるか,あるいは,

まったくなされないといった結果が予想されます｡

連絡 した結果は,さまざまですが,航空券を購

入する資金をもたない留学生が続tLi'.しています0

日本政府は,臨時便を配慮するといっていますが,

それは民間航空機で,有料です｡｢弱者｣は,帰 り

たくても帰れない状況が生まれていますo

私自身は,東南アジア研究センターに連絡 して

いますが,今日は土曜日｡事務職員はどなたもtLH

勤 していませんから,電話 した当初は困惑 しまし

た｡幸いなことに国際交流 ･連絡事務所担当の田

中さんが大学に出てきましたので,航空チケット

の手配などをお願いしているところですO

朝から電話,ファックスが次々と送られてきて

おり,レポー トのための記録をとる余裕がまった

くありません｡このレポー トも,いつ通信インフ

ラが滞るか分かりませんので,細切れでお送 りす

ることになります｡

今から大使館-パスポー トを取 りに出かけます

ので,節--一報はここまでとします｡

ジャカルタ5月16日 (2)

Sat.16May199813:33:06

情報提供より優先すべき事柄が多いため,緊要

な事項のみレポートすることにする｡

重要事項 :

昨夜お伝えした日本大使館の電話番号が違って

いた｡正確には下記の通 りであり,ファックス番

号等も付記する｡

TEL:31900877-31900882

FAX:31900874,31900875

http://www.Fad.net.id/eojind

今朝のメールで大使館批判めいたことを書いた

が,いくぶん修正するo大使館で領事部の用務を

する合間に,教育アタッシェの加藤さんと話をし

た｡

加藤さんのデスクには,在インドネシア日本人
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留学生のリス トがあり,連絡業務に忙殺されてい

た. しかし,いかんせん,一人では業務をこなす

ことができない｡協力することにした｡

デポックで日本人の20歳男性が軍の暴行を受け,

重傷を受けたという情報 (ニュースソース :アジ

研石田さん- OECF黒岩さん),インドネシア大

学留学生の居住する地域にも強盗団が襲ってきた

という情報 (ニュースソース :亜細亜大,UI留学

の大谷さん)が入ってきたため,UI周辺に居住す

る日本人学生を放出することを考えている｡具体

的には,京都大学東南アジア研究センターの車で

連絡事務所まで移動させ,連絡事務所での宿泊を

提供することである｡大使館には彼 らを宿泊する

スペースはあるようにみえるが,食事の供与がま

まならないし,公館ゆえに難 しい事情があるだろ

う｡オフィスに宿泊 している間に大使館情報等を

入れ,事情に応 じて日本-の帰国便 を確保する｡

やがてJAL,ANAの臨時便が開設されると思うが,

現時点では政府発表がない｡現在,デポックの日

本人留学生-の連絡を進めている｡

ジャカルタ市内の状況

スディルマン通 り,タムリン通 りは閑散｡オフィ

スは,BCA銀行本店を除いて閉まっている｡半旗

が掲げられるビルが多 い ｡随所に軍の装甲車が配

置されている｡戦車,装甲車がときおり走る｡

マンパン周辺の商店やスーパーの多 くは,窓ガ

ラスが割れ,焼 き討ちにあっている商店も少なく

ない｡｢プリブミ (非華人)｣｢ムスリム｣の表示が
なされている商店は,被害にあっていない｡火の

手があがっている風景には,出会っていない｡

今から再び大使館に出かけるため,レポー トは

ここまで｡

臨時便情報 :ジャカルタ5月16日 (3)

Sat.16May199817:10:52

先ほど大使館に出かけ,加藤敬一等書記官より

｢臨時便についてのお知らせ｣を受け取 りました｡

インドネシア在住 日本人にお知 り合いがあれば,

下記の情報を周知 して くださいますようお願いし
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写真2 投石にあった自動車販売代理店

(1998年5月16日,ジャカルタ ･マンパン地区)

写真 3 焼きうちにあった華人の商店
(1998年5月16日,ジャカルタ ･マンパン地区)

ます｡

【 】内は,西村による補注です｡

臨時便についてのお知らせ

1998年5月16日13時

在インドネシア日本大使館

インドネシアから日本へ向かう臨時便が17日か

ら19日 【20日早朝を含む】までの間,運行 される

ことになりました｡定期便を含む,この3日間の

日本へのフライトはつぎの通りです｡

JAL 定期便

JAL 臨時便

JAL 臨時便

EGG定期便

ANA臨時便

ANA臨時便

OL726)23:30117日-19E=

4:40i18日～20E=

5:00118日～20E=

(EG222)21:20117日-19別

22:35i17日～18日のみt

20:50i19日のみ確定f
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ANA臨時便 11:50 日8日のみ,大阪行 きi

ANA臨時便 23:50 日9日のみ,大阪行 きi

l.航空券の予約方法及び航 空料金は通常便 と

同様です｡予約は受付順に行います｡

(空港での航空券の予約受付はできませんので,御

注意願います｡)

予約受付電話番号

JAL :【ジャカルタ+62-21】5723211

ANA:【ジャカルタ†62-21】2521881

2.お荷物は可能な限 り少な くしていただ くよ

うお願いします｡

3.また,ヒル トン ･ホテル及びプレジデント･

ホテルからスカル ノ ･ハ ッタ空港 までの トランス

ポーテーションも別紙の通 り 【下記参照】準備予

定ですので,御希望の方は出発前に大使館に確認

をして下さい｡

空港へのバス

集合場所 :ヒル トン ･ホテル,プレジデン ト･

ホテル

【集合 日,集合時間-航空会社名,出発 日時の順で

記す】

17日 (口)16:00集合 -JAL726(定)17日23:

30発,EG222(定)17日21:20発,ANA(臨)17日

22:35発

17日 (日)23:00集合-JAL(臨)18日4:40発,

JAL(臨)18日5:00発

18日 (月)6:00集合-ANA(臨)18口11:50発

18口 (月)16:00集合-JAL726(走)18日23:

30発,EG222(定)18日21:20発,ANAr臨)18日

22:35発

18日 (月)23:00集合-JAL(臨)19日4:40発,

JAL(臨)19日5:00発

19口 (火)16:00集合-JAL726(完)19日23:

30発,EG222(定)19日21:30発,ANA(臨)19日

20:50発,ANA(臨)19日23:50発

19日 (火)23:00集合-JAL(臨)20日4:40発,

JAL(臨)20日5:OO尭

臨時便の変更 :ジャカルタ5月16日 (4)

Sat.16May199819:50:24

大使館の加藤 さんより臨時便の変更についてお

知 らせがあ りましたので,お伝えします｡

インドネシアか ら日本へ向かう臨時便が17日か

ら19日までの間,運行 されることになりました｡

定期便 を含む, この 3日間の 日本- のフライ ト

(ジャカルタ出発時刻)は別表の通 りです｡

1.航空券の予約方法及び航空料金は定期便 と

同様ですO予約 は受付順に行います｡空港での航

空券の予約受付 はで きませんので,御注意願いま

す｡

18日及び19日のJAL便 については,明17日午前

8時15分から予約受付 を行いますo

JAL :【ジャカルタ+62-21】5723211

ANA:【ジャカルタ+62-21】2521881

2.また,ヒル トン ･ホテル及びプレジデン ト･

ホテル (御都合の良いホテルをご選択下 さい)か

らスカル ノ･ハ ッタ空港 まで,以下の予定でバス

が連行 されますので,御希望の方は,出発時刻の

45分前 までにお集まり下さい｡レヤスご利用の方は,

お荷物を可能な限 り少なくしていただ くようお願

い致 します｡原則 として,見送 りの方は,バスに

は乗車できませんので御 子解願います｡)

集合場所

① ヒル トン ･ホテル,エグゼキュテ イヴ ･クラブ

･3〕プレジデ ント･ホテル, 1階ボール ･ルーム

【集合日,集合時間-航空会社名,出発 日時の順で

記す】

17日 (日)16:00集 合-JAL726(定期便)17日

23:30発,EG222(定期便)17日21:20発,ANA

(臨時便)17日22:35発

17日 (臼)23:00集合-JAL(臨時便)18日4:

40発,JAL(臨時便)18日5:OO尭

18日 (月)6:00集合-ANA(臨時便)18日11:

50発

3.これ以降のバス運行 (19日まで)は迫って

御連絡させて頂 きます｡

4.在ジャカルタ総領事館は,今後の緊急事態

に当た り, 5月17日 (日),18(月)及び19日 (火)

の3日間,臨時便の出発に当たってスカル ノ･ハ ッ

267



東南アジア研究 36巻2号

夕空港のカウンターに臨時の総領事館窓口を設置

しました ｡

この窓口では,｢帰国のための渡航書｣を緊急発

給致 します｡皆様がお持ちになっている日本国旅

券で,今,再入国許可取得のため入国管理局に預

けて しまった方や,再入国許可が期限切れとなっ

てしまった方,旅券を紛失された方等のために,

旅券にかわるものとして発給するものです｡従い

まして,第 3国を経過する場合でも,空港外に出

ることは出来ません｡パスポー トのコピー又は運

転免許証を御提示下さい｡

なお,総領事の窓口でも扱っております｡

【5/17-19の日本便の状況 (定期便+臨時便)】

アジア航空 EG222(定/関空)

(17-19日 21:20)

全日空 NH1962(臨/成田)

(17･18日 22:35/19日 20:50)

NH1966(臨/関空)

(18日 11:50/19日 23:50)

日本航空 JL726(定/成田)(17-19日 23:30)

Ju722(臨/成田)

(18日 4:40/19日 1:05)

JL2722(臨/成田)(18日 5:00)

JL2722(臨/関空)(20日 2:30)

JL4722(臨/関空)(18日 23:15)

JL4722(臨/成田)(19日 21:10)

ジャカルタ5月16日 (5)

Sat16May199823:ll:44

今 日は各種の連絡業務に終始 したため,マスコ

ミ報道をほとんど見る機会がありませんでした｡

夜 9時の TVRIニュースをざっと見ただけなの

ですが,国営放送ということもあり,｢社会は平穏

を取 り戻した｣｢スハル トは,閣僚をすげ替えるな

どの措置によって,改革の要求に応 じる｣といっ

た報道がなされていました｡スハル トのかたくな

なまでの姿勢に大きな変化はなく,今日の平穏さ

は,｢嵐の前の静けさ｣と思えてなりません｡大き

な嵐が,民族運動の晴夫であるブデイ･ウトモが

誕生 して90周年記念日を迎える5月20日に起こる
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ことは大方の予想ですが,週明けの18日にも,改

革の嵐が沸き上がることも考えられます｡事態は,

いかなる展開をみせるので しょうか｡眠ることの

できない夜が続いています｡

足を奪われているデポックの日本人留学生につ

いてですが,先ほど大使館の加藤さんから入った

連絡によると,大使館がバスを手配 し,日本人留

学生30人ほどを移動させる動きをみせています｡

今,留学生の取 りまとめをしているサカタ･キョ

ウコさんに電話を入れたところ,留学生は,外出

がかなわず,孤立状態にあるとのことです｡

ジョクジャの近郊にいる岩田さんがワルテル(電

話屋)から連絡を入れてきました｡彼女の場合,

ジョクジャからジャカルタへ移動する適当な手段

をもっていないため,彼女の新 しい家族とその社

会に庇護され,この嵐を乗 り切るとの決意を話 し

ていました｡

朝一番のメールで東南アジア研究センターに事

務職員のどなたもいなかったというのは,私の情

報不足でした｡土曜日にもかかわらず詰めていた

だいたことに感謝します｡欠かさず連絡を入れて

いただいた立本所長,連絡事務所担当の田中さん

にも,お礼申し上げます｡

色々と思うこともあるのですが,私は, 5月20

日午前2時半にジャカルタを出発する最終の臨時

便で帰国することにしました｡

今後も,変わらぬご支援をお願いいたします｡

ジャカルタ5月17日 (1)

Sun.17May199811:42:35

ジャカルタの朝は,｢ティー｣というパン売りの

呼び声で迎えました｡テレビのチャンネルをひね

ると,子ども番組を流しています｡ウッドペッカー

に一休さんのアニメ｡平和な日曜日の朝です｡

しかし,平穏な風景の背後に流れる危険な動き

を見失ってはなりません｡日本外務省は,今朝 9

時,｢危険信号｣を4にあげました｡家族等の避難

勧告です｡これが最も高い ｢危険信号｣の 5に上

がるのは,間もなくのことかも知れません｡

日本大使館の情報によると,明18日朝8時に学

生が UIのサ レンバ ･キャンパスに集結 し,国会
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へ向けてのデモ行進を予定 しています｡19日夜 7

時からは,嵐の日20[日.こ向けての行動を開始する

そうです｡事態は,最悪のシナリオに向けて展開

しているようです｡

気がか りなのは,デポックで孤立 している日本

人留学生です｡厳 しい言い方をしますと,彼 らの

状況認識の甘さには,あきれています｡再入国問

題や航空券購入資金のことばか り考え,帰国を蒔

蹄 しています｡彼 らを弁護するならば,孤立を余

儀なくされ,判断する材料がまったくないのかも

知れません｡

大使館は,救いの手を差 しのべています｡人数,

時間が確定次第,デポックまで救出用のバスを派

遣 します｡航空券の支払いは,帰国してからでも

問題がありません｡

アジ研 よりの派遣で UIに留学 している石田さ

んやUI留学後ローカルスタッフとして日系企業

に勤務 している上田さんや楠田さんなどが,いま

懸命の努力で,彼らが無事に日本へ帰国できるよ

う奔走しています｡

事態は切迫 しています｡

大使館の加藤さんより,17日-19日のバス運行

表が送られてきました｡

17日 (日)のバス出発時刻は,16:00と23:00

です｡

18日 (月)は,6:00と16:00です｡

19日 (火)は,16:00です｡

いずれも,集合場所は,(彰ヒル トン･ホテル,

エグゼキュテイヴ ･クラブ,(むプレジデント･ホ

テル 1階ボール ･ルームの2カ所です｡

事態が急変することが考えられます｡早めに集

合するようお願いします｡

最後のメール

Sun.17May199814:13:20

今からホテル ･ヒル トンへ避難 します｡オフィ

スへ避難 している楠田さんも同行 します｡

JakartaロiltonInternational

Phones:+62-21-5703600

Fax二+62-21-5733089,4733091

パソコンをもっていって,Eメール発信を続け

たいのですが,いかんせん,方法が分かりません｡

五十嵐さんや吉村さんからノウハウを学んでおく

べきだったと,この場におよんで反省しています｡

ヒル トン･ホテルは,ジャカルタで最も安全な

情況を乗 りきることができるのではないかと思い

ます｡

うるわしのインドネシアに在住するどなたもが

この危機を脱することができることを衷心より念

じるとともに,愛すべ きインドネシア人に 一日も

早 く,幸せな日が訪れることを祈っております｡

再見
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